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審   査   の   要   旨 
  
著者は、分子標的薬に対して耐性を獲得してしまったがん細胞や腫瘍においても標的となっ
た分子の発現が維持されていることを見出し、さらにこの現象をもとに、分子標的薬は耐性獲得
後のがん細胞や腫瘍においてもそれらの増殖や血管新生を継続的に抑制することができること
を分子細胞生物学的に立証した。これまでの抗がん剤治療では、分子標的薬に抵抗性を獲得して
しまった後はその分子標的薬の投与を中止し、新たな分子標的薬の探索と投与が必須であると
考えられてきた。しかし著者は、得られた成果をもとに、薬剤耐性を獲得した後も標的分子の阻
害を継続しつつ、他の薬剤を併用投与するという新たな抗がん治療アプローチを提案するに至
っている。このような成果は、がん細胞や腫瘍の生物学的な特性の理解における貢献だけでなく、
抗がん治療の基礎研究として学術的な価値がきわめて高い。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
